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防衛省 

日米防衛相会談について 

 

 令和８年１０月２８日８時３０分（現地時間）から約３０分間、拡大ＡＳＥＡ

Ｎ国防相会議（ＡＤＭＭプラス）参加のためフィリピンを訪問中の小泉防衛大臣

とヘグセス米戦争長官は、防衛相会談を行ったところ、概要次のとおり。 

 

１ 総論・地域情勢 

両閣僚は、両者の初の防衛相会談から１周年となる節目において、日米両首脳

が一致している日米同盟の抑止力・対処力の強化に向けた取組について、これま

で以上の速度と強度で取り組むことで一致し、小泉大臣から、三文書の改定に向

け着実に取り組んでいることを述べた。 

小泉大臣は、力又は威圧による一方的な現状変更を抑止するとともに、万が一、

我が国への侵攻が生起したとしても、これを阻止・排除する能力を持つことによ

り相手に目的を達成させない、拒否する防衛力を強化していく決意を述べた。両

閣僚は、地域の平和と安定のために、より一層連携し、その揺るぎない姿を示し

ていくことの重要性を確認した。  

両閣僚は、最近の我が国周辺における核・ミサイル戦力の増強や力又は威圧に

よる一方的な現状変更の試みを含め、日米同盟を取り巻く厳しい安全保障環境

について幅広く意見交換を行った。 

小泉大臣より、ヘグセス長官が昨年３月２９日に硫黄島で行った演説に言及

した上で、両閣僚は、日米同盟が、昨日の敵が今日の友となったことを示してお

り、これまで、そして将来にわたって、インド太平洋地域における自由、繁栄、

安全、そして平和の礎であり続けるとの認識で一致した。 

 

２ 日米防衛協力 

 両閣僚は、周辺国における軍事力の質・量の拡大や軍事活動の活発化も踏

まえ、統合防空ミサイル防衛能力の強化を含め、平素から有事まであらゆ

る事態に緊密に連携して対処していくことの必要性について一致した。 

 両閣僚は、今月の日米共同統合演習「キーン・ソード２７」においては、

過去最大規模での日米の部隊の一時展開を含め、日本各地におけるより高

度かつ実践的な共同訓練の進捗により、日米同盟の態勢と能力が強化され

ていることを歓迎した。同時に、両閣僚は、今後、こうしたより高度かつ

実践的な共同訓練に係る取組を、更なる射撃訓練も含め、一層の切迫感を

持って前に進めていくことを確認した。 

 



 

 両閣僚は、日米同盟の抑止力・対処力を一層強化するための取組の一例と

して、 

①日米の柔軟かつ分散された航空機運用の推進 

②自衛隊と米軍の施設のアクセスの拡大 

③南西地域における共同プレゼンスの向上を一層推進するための方策 

について具体的に議論し、進捗を確認した。 

 両閣僚は、防衛装備・技術協力について、小泉大臣から日米協力の取組を

更に加速させるためのイニシアティブである「オペレーション・スーパー

チャージ」のフォローアップを行い、具体的な方策について議論した。特

に、両閣僚は、ＳＭ－３ブロックⅡＡについて、生産量の拡大を実現する

ため、必要な技術情報を共有することに合意した。また、日本国内におけ

る中距離空対空ミサイル（ＡＭＲＡＡＭ）の最終組立・検査（ＦＡＣＯ）

施設の設置に合意した。小泉大臣は、艦船に係る協力の重要性を強調した。 
 両閣僚は、大規模な個人情報の漏えいを含む悪意あるサイバー活動が国内

外で相次ぐ中、こうした活動が両国の国民生活や経済活動、ひいては安全

保障に深刻な影響を及ぼすことを防ぐため、引き続き、日米で協力・連携

を強化することで一致した。 

 

３ 米軍関係者による事件・事故の再発防止、米軍再編 

小泉大臣から、沖縄県で今月発生した強盗殺人事件に関して、改めて日本政府

の立場を伝えた。両閣僚は、事件の発生防止のために実効性のある措置を取るべ

く、日本所在の防衛・外務当局間で引き続き議論していくことを確認した。 

両閣僚は、抑止力を維持し、地元への影響を軽減するため、普天間飛行場の継

続的な使用を回避する唯一の解決策である辺野古における普天間飛行場代替施

設の建設と普天間飛行場の返還を含め、沖縄統合計画及びその他の既存の二国

間取決めに従った在日米軍再編の着実な実施が極めて重要であることを確認し

た。 


